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横手やきそばチャンピオンズカーニバルでのボランティア活動について 
 

地域文化学科 1年次 小田嶋来輝 

地域文化学科の１年次必修授業「地域学基礎」

の授業の一環で、10月 18 日（日）に秋田ふるさ

と村（横手市）で開催された「横手やきそばチャン

ピオンズカーニバル」に参加し、ボランティア活

動を行いました。以下、チームメンバー8名が行っ

た活動について紹介するとともに、ボランティア

活動を通して学んだことについて述べたいと思い

ます。 

まず横手やきそばチャンピオンズカーニバルに

ついて紹介したいと思います。例年秋に「横手や

きそば四天王決定戦」という、一般客の投票によ

って四天王を選ぶイベントが行われていましたが、

今年は新型コロナウイルスの流行に伴い中止とな

りました。今回のイベントは、それらに代わり歴

代横手やきそば四天王 5 店舗が各店自慢の横手や

きそばを提供し、テイクアウト形式での販売とな

りました。当日は感染症予防に最大限配慮した形

で行われ、横手やきそばを待ちわびていた多くの

ファンで賑わいました。 

次に、イベントでの私たちの活動について紹介

します。まず、10 月 16 日に会場設営を行いまし

た。テント張りや椅子・テーブルの清掃から食事

会場の設営まで幅広く手伝わせていただきました。

また、10 月 18

日イベント当

日は、商品運び

や商品まとめ、

受け渡しを担

当しました。私

たちが制作し

た 200個の横手

やきそば広報

用バッチも全

てなくなる盛

況ぶりでした。

昼休みには実

際に横手やき

そばをいただ

く機会があ

り、私自身

も 3 店舗の

やきそばを

いただきま

したが、ど

のお店も味

や見た目に

こだわりと

工 夫 を 感

じ、改めて

横手やきそ

ばの魅力に

触れること

ができまし

た。イベン

ト全体を通して学生一人一人が積極的に活動し、

滞りなくイベントを終えることができました。 

今回の活動を通して、イベント運営の大変さや

地元の皆さんの横手やきそばに対する熱い思いを

改めて知るとともに、私たちが目的としている「横

手やきそばを通して地域活性化とは何かを考える」

ことについて深く学ぶことができました。特に横

手やきそばの店主の方々、市役所職員の方々、NPO

の方々、ボランティアの方々が、「横手やきそばを

ただ単に販売することではなく、横手やきそばを

通じて横手市をよく知ってもらうこと」を第 1 に

心がけて行動されている姿が大変印象的でした。

今回私たちが行なったボランティア活動は地域活

性化という大きな活動のほんの一部でしたが、横

手市の発展のために何ができるのか一人一人が深

く考え、実際に行動したまたとない機会になりま

した。最後になりますが、私たちチーム横手やき

そばはインスタグラム「yokoteyakisoba0902」を通

して横手やきそばの魅力を発信しています。ぜひ、

応援していただけると嬉しいです。 
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教職大学院東成瀬村・美郷町研修旅行 
 

教職大学院では、2016年の発足以来、毎年、宮

城または岩手の被災地を訪れ、学校訪問や、現地

の教職大学院との交流、震災遺構の訪問などを 2

泊 3 日で行っているのですが、新型コロナの影響

もあり、1泊 2日に短縮するとともに、行き先を県

内としました。 

東成瀬村は学力の高さが有名ですが、それにと

どまらない豊かな教育実践が行われています。ま

た、防災学習、地域学習も兼ねて美郷町周辺を巡

りました。さまざまな取り組みが行われています。

参加者は、現職教員院生 9 名、学部卒院生 11 名、

付添教員 4 名でした。2 日目は林信太郎先生に案

内・説明等をお願いしました。30日の方はかなり

寒く、冷たい雨が降っていて、野外活動にはあい

にくの日和でした。 

【第 1日】10月 29日（木） 

8:10 秋田大学正門集合 

8:30 秋田大学出発（バス）－十文字道の駅 

10:20 東成瀬村役場着 

10:30 鶴飼孝東成瀬村教育長講話 

12:00 昼食（弁当） 

13:00 加藤久夫東成瀬小学校長・大沼一義東成瀬

中学校長学校説明 

15:00 東成瀬村役場出発 

15:30 増田まんが美術館 

16:20 十文字道の駅 

17:00 横手セントラルホテル着 

18:00 ホテルで夕食 

【第 2日】10月 30日（金） 

8:30 ホテル出発 

9:00 道の駅美郷（道の駅仙南） 

自家用車参加（林信太郎先生も）の人と合流・全

員バスへ 

9:20 払田柵跡見学 

9:50 埋蔵文化財センター 

 特別企画展「あきた縄文石器への旅」 

10:40 千屋断層 

11:45 千屋断層学習館 

12:00 坂本東嶽邸（昼食） 

12:50 坂本邸出発 

13:10 六郷湧水群 

 【徒歩】：ニテコ清水→藤清水→諏訪清水→山田

家清水→御台所清水→ハタチや清水 

14:20 名水市場湧太郎でバス乗車 

栗林酒造をバスの中から見学 

14:30 道の駅美郷 

自家用車参加の人解散 

15:50 秋田大学到着・解散 

 
鶴飼教育長の講話（前方左） 

  

カリキュラム・授業開発コース 小野彰斗 

研修旅行を通して印象に残ったことを挙げる。 

 1つ目は、教育は人が命であり、その人を作るの

は環境であるということだ。東成瀬小、中学校の

校長の話、教育長の話を聞いて、自分も力を発揮

して子どもたちのためになる教育をしたいと強く

思った。人は周りの環境に大きく影響を受けるも

のである。周りの人の意識や力が高くなれば自然

と意識や力も高くなる。そのような環境をどうや

って作るのか考えていきたいと感じた。 

 2 つ目は、その土地でしかできない教育がある

ということだ。東成瀬村の教育は自分たちがいる

環境を最大限生かす工夫が大いになされていたよ

うに思う。それぞれの地域でそれぞれの場所でし

かできないような教育がなされることはこれから

の教育の中でとても重要な観点だと思う。私が教

師として働くときには、地域の良さを最大限生か

せるように意識していきたい。 

 3 つ目は学びはつながるということだ。今回の

研修旅行での学びは単独のものではなく、いろい

ろなものとつながっていると実感した。今回私が

感じたような、つながりを感じられる学びを子ど

もたちができるよう、教育に携わっていきたい。 

 
加藤小学校長・大沼中学校長の講話 
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東成瀬村役場会議室 

 

カリキュラム・授業開発コース 伊藤 真里奈 

 今回の研修は、地元である県南のよさを再発見

できるいい機会であった。研修を行った美郷町で

横手市と共通している横手盆地が話題になったこ

とから、地元の教育資源として生かすことができ

る素材集めをすることができ、大変充実していた。 

 東成瀬村には小学生の頃ジュネス栗駒にスキー

をするために行ったことがある程度だったが、今

回はちょうど紅葉が綺麗だったり、雲を近く感じ

ることができたりして、自然の恵みを受けてのび

のびと育つことができる東成瀬村の子どもたちが

とてもうらやましく思えた。また、教育長の先生

や校長先生は熱意にあふれており、これまで大学

院で理論として学んできた理想に近いことを既に

実践し、発信できているところに感銘を受け、学

び続ける教師の手本であると感じた。 

 また、様々な自然や歴史を感じることができる

箇所を見学し、林先生がおっしゃっていた「実際

に歩いてみることが大事」という意味が分かった。

考えるだけでなく、行動に移してみたり、試して

みたりする探究心をいつまでも忘れないようにし

たいと思う。 

 
埋蔵文化財センター 

 
払田柵跡 

 
 

 

カリキュラム・授業開発コース 清水 里沙 

 今回の活動を地域資源の観点で振り返ると、秋

田県には気付いていない貴重な資源が多くあるこ

とを知ることができたように思う。とくに東成瀬

村はこのような機会がなければじっくりと話を聞

いたり見たりすることはなかったので、地域から

愛されている子どもたちや学校というものを目で

見て、携わる人々の努力を感じ取ることができた。

東成瀬村そのものが貴重な教育資源であるとも思

えた。 

 また、2日目のフィールドワークでは、文化財、

断層、湧水群といったさまざまな分野の資源につ

いて見学を行い、広い視野で秋田県を見つめ直す

ことができたように感じる。今回の活動をきっか

けに、現場に出るまでなるべく秋田県を多面的・

多角的に見て(訪れて)、魅力に気付くことを積極

的に行っていきたいと考えている。全体を通して

今回の活動の印象としては「温故知新」という言

葉が当てはまるものであったと感じた。 
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千屋断層（陸羽地震 1896年） 

 
 

 

 

 
坂本東嶽邸 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリキュラム・授業開発コース 三保 翔 

今回の研修旅行では東成瀬村の教育についてか

なり学ぶところが多かった。実際の授業を見てみ

たいという気持ちが大きかったため、見ることが

できなかったのは残念ではある。東成瀬村では、

村だからできる教育を地域と共に行なっていると

のことであった。教員が子供たち一人一人にきめ

細やかな指導をするのは難しいということで、地

域ボランティアの 200 人に協力をしてもらってい

たり、こども議会を行っていたりと地域との関わ

りやふるさとへの思いをかなり重視していると感

じた。地域でのイベントでは 95%の村の人が集ま

ることや、地域の方々との連携で教育を行なって

いることなど「地域に根差したキャリア教育」と

いうものを感じることができたと思う。また、千

屋断層や、埋蔵文化センター、六郷湧水群では普

段あまり見ることができない秋田の良さを知るこ

とができたと思う。秋田市にはない良さが多くあ

り、秋田県が誇るものではなく、秋田市が秋田県

内で誇れるものを考えてくのも故郷教育ではいい

のではないかなと感じる。フィールドワークにも

つなげていきたい。 

 
六郷湧水群 

 

 
増田まんが美術館 
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オータム・キャンプ２０２０を実施 
 

キャリア委員会の主催で、オータムキャンプ２

０２０を、11月 14日（土）と 28日（土）の 2回

に分けて、3号館 344教室で実施しました。例年で

あれば、ユースパルで一泊二日で実施しているの

ですが、今年は新型コロナの影響で変則的な実施

となりました。今年 4 月にやるはずだったスプリ

ング・キャンプは実施できないままとなりました。

参加学生は 19名と、例年に比べて少なくなりまし

た。参加教職員は 14名で、事務から 2名が参加し

ました。2日目は、さらに浅野雛、大堤光、木村純

樹、村岡孝義、加藤礼奈、鈴木佑理、本庄舞の 7名

の先輩学生が参加しました。 

このキャンプは、卒業後に社会に貢献しようと

決意している学生・院生が、講義や演習、4年生か

らの体験談などを通して、教員となることの意味

や意義について検討し、教員となる上での自己の

課題の発見と今後の大学生活を送る上で見通しを

持つことを目的としています。 

内容は、これからの教育の姿や目指すべき教員

像などについての講話、講義や演習などを行いま

す。主に教員を目指す 3 年生、大学院生を対象と

するため、意欲向上を目指した基礎的な内容を中

心とします。今夏の教員採用試験体験者が学生ボ

ランティアとして参加することで、参加学生の意

欲や学習効果のさらなる向上を図るものとなって

います。 日程は以下のようなものでした。 

【1日目】11月 14日 

13:00 開講式 

13:20 アイスブレイキング 

13:30 なぜ教職を目指すか 

14:50 求められる教師像（グループ協議、面接体

験） 

16:30 個別相談 

【2日目】11月 28日 

9:00 模擬授業演示、グループ協議 

11:30 昼食 

12:30 先輩から話を聞こう 

14:10 閉講式 

14:30 終了 

 

 
4年次の先輩：学生スタッフ 

 
 

 
 

 
先輩の模擬授業 
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【研究紹介】 

研究の視点で見る臨床心理士の実務 
 

 心理実践コース担当 木村 久仁子 

私は、今年の 3 月まで秋田県庁の職員として、

児童相談所、健康福祉センター、精神保健福祉セ

ンター、リハビリテーション・精神医療センター、

千秋学園、地域振興局福祉環境部などで勤務して

きました。児童虐待やひきこもり、発達障害、災害

ストレスなど、さまざまな課題について、臨床心

理学をベースにして毎日心理面接や検査を行って

きました。そのため、他の先生方のように、たくさ

んの文献やデータに囲まれたり、実験装置をそろ

えたり、あるいは現地に赴いたりといった、いわ

ゆる研究らしい研究はこれまで経験がありません。 

研究活動における不正行為への対応等に関する

ガイドライン（平成２６年８月２６日 文部科学

大臣決定）によると、「研究活動とは、先人達が行

った研究の諸業績を踏まえた上で、観察や実験等

によって知り得た事実やデータを素材としつつ、

自分自身の省察・発想・アイディア等に基づく新

たな知見を創造し、

知の体系を構築し

ていく行為である。」

とされています。 

この定義から、こ

れまで自分がして

きた実務を研究と

いう視点で振り返

ってみたいと思い

ます。 

 

１．先人達が行った研究の諸業績 

官公庁は「前例主義」と言われます。批判の対象

になりがちですが、前例は先人達の知恵の集まっ

た業績でもあります。 

例えば、私は児童相談所に勤務していたころ、

各地域に出張して主に幼児の発達の相談に対応す

る「巡回相談」を担当していました。巡回相談で

は、限られた時間内で、その地域の子どもたちの

相談を複数受けなければなりません。誰がどうや

って相談予約を受け付けるのか、保護者がゆっく

り相談できる環境をどう整えるのか、その間子ど

もを飽きさせずに待ってもらうにはどうすればい

いのか、その答えの多くは、古いキャビネットに

並べられたファイルの中にありました。 

 

２．観察や実験等によって知り得た事実やデータ 

もちろん、子どもは一人ひとり違います。ファ

イルにある「落ち着きのない 3 歳の男の子」への

対応は、今、目の前にいる子どもにはそのまま当

てはまりません。声をかけたりおもちゃを渡して

みたり、お母さんから普段の様子を教えてもらっ

たりしながら、その子の困りごとの解決に役立ち

そうな情報を集めます。また、客観的に子どもを

理解するために心理検査を実施することもありま

す。心理検査がその機能を発揮するためには、マ

ニュアルに沿った正確な実施が必要です。 

 

３．自分自身の省察・発想・アイディア等に基づく

新たな知見 

その場で得られた情報と子どもの発達に関する

一般的な理論、修正が必要な行動へのアプローチ

の仕方、利用できる地域資源などを統合して、最

も適切と思われる助言を行います。 

子どもとの面接の後には、他のスタッフとのカ

ンファレンスがあり、保護者が助言をどう受け止

めていたか、今後必要なサポートは何か等を検討

します。 

 

４．知の体系を構築していく 

出張から帰る車の中では、もっとわかりやすい

説明の仕方はなかったか、検査の手順はあれでよ

かったかなど、次回の相談に使えるよりよい方法

を考えていました。また、相談記録を作成し、上司

や同僚に報告すると、自分の対応への意見や感想、

新たな情報をもらうこともありました。 

 

こんな風に考えると、毎日が小さな研究でした。

もっとじっくりと一つのリサーチクエスチョンに

向き合いたかったとの思いもありますが、日々新

たな「問題と目的」が現れるのが現場です。何とか

「結果」までは出したけれど、考察は書きかけの

まま次の研究に取りかからざるを得ない・・・ 

そんな現場で相談者への支援に当たる人達が、

どうすればもっと支援しやすくなるかを考え、支

援者を支援すること、それが現在の私の研究テー

マです。これまでとは少し違っ

た視点と手法で、心の問題に取

り組んでいきたいと思ってい

ます。 
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【研究紹介】 

数学的な見方・考え方を生かした算数・数学の教材と授業デザインに関する研究 
 

 理数教育コース担当 加藤 慎一 

 

私は、主体的・対話的で深い学びという授業改

善の視点を基軸にして、算数・数学教育における

豊かな学びを具現するために必要となる数学的な

見方・考え方を生かした教材と授業デザインにつ

いて、理論と実践の往還を大切にしながら研究を

行ってきています。具体的には、次の 3 つの観点

から行ってきています。 

 

１．算数・数学教育における関数指導に関する検 

 討 

児童生徒が、関係という目にみえないものを捉

えるという関数指導における困難を克服するため

に、児童生徒が、日常生活や社会の事象をいかに

考察する場面を設定することが必要か、また関係

という目にみえないものを児童生徒がいかに捉え

明らかにしていくかに関わって、教師の役割の検

討を行っています。 

 

２．対話のある算数・数学の授業づくりに関する

検討 

 児童生徒が主体的・対話的に数学する機会を創

ることによって、児童生徒における学びの質が深

まり、能動的、協働的、構成的な学びになると考

え、その検討を行ってきています。 

 また、聴覚に障害がある児童生徒を対象として、

音・音声情報の受容や表出に生じる困難を克服す

ることについての検討も行ってきています。 

 

３．算数・数学の授業過程における ICT を活用し

た指導法に関する検討 

 算数・数学の授業過程において、ICTの効果的な

活用が、児童生徒が事象を考察する場面や関係を

捉え明らかにすること、児童生徒の能動的、協働

的、構成的な学びを支援すること、音・音声情報の

受容や表出に生じる困難の克服を支援することな

ど、１と２の観点の授業改善に有効であると考え、

その検討を行ってきています。 

 また、教科の学びをより確実なものにするため

の小学校算数科におけるプログラミング教育の系

統的かつ効果的な実践に向けた教材の検討を行っ

てきています。 

 

 上述した研究は、小・中・高等学校、特別支援学

校（聴覚障害）の児童生徒を対象として、児童生徒

の学びの事実に照らして行ってきています。 

 さらに、2018年度からは、大学における教員養

成・教師教育の視点から上述の研究を深めてきて

います。 

 今後、先生方や附属学校をはじめ、小・中・高等

学校、特別支援学校の先生方にご指導、お力添え

を賜りながら、上述した研究を継続・発展させて

いきたいと思います。 

 

 

 

  

バスの扉の開閉を関数として捉え考察する生徒 
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新型コロナウィルス感染拡大防止の取り組み 
 

＊一部不明・不正確な箇所があります 

【全国】 

11/18：全国で 2200となり 2000人台となる。 

11/19：東京で 534人となり 500人台となる。 

11/21：政府は Go Toトラベル・イートの見直し決

定。 

11/24：札幌市と大阪市を目的地とする旅行の割引

を 12/15までの 3週間、割引を停止。 

 

【秋田大学】 

11/19：帰省後の感染防止のため来年 1/7から 1/20

まで全授業を遠隔とすることを通知。 

 

 

 

 

 

 
 

みなおと 11 月号で紹介した對馬達雄先生の近刊

著書『ヒトラーの脱走兵』について、web中公新書

の「著者に聞く」のコーナーで對馬先生のインタ

ビュー記事が載っていますのでご覧ください。 

http://www.chuko.co.jp/shinsho/portal/115929

.html 

同じように佐藤猛先生の『百年戦争 中世ヨーロ

ッパ最後の戦い』に関する著者インタビューも掲

載されていますのでご覧ください。 

http://www.chuko.co.jp/shinsho/portal/114369

.html 

 

発行 秋田大学教育文化学部／教育学研究科 

〒010-8502 秋田県秋田市手形学園町１－１  TEL 018-889-2509 FAX 018-833-3049 

教育文化学部・教育学研究科ＨＰ http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/ 

学部研究科通信「みなおと」バックナンバー⇒http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/guide/gu_magazin.html 

教職大学院通信「暁鐘の音（かねのね）」⇒http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/graduate/graduate_magazin.html 

＊誌名「みなおと」の由来である秋田県女子師範学校校歌（1910年制作）を聴くことができます。 

http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/guide/gu_symbol.html をご覧下さい。 
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